
　　　　

2025 年 1 月 21 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

【　春　】
・お花見　・米子城山登り　・体育館遊び
・クッキング活動　・松江フォーゲルパーク　・卒業、進級パーティー

【　秋　】
・やきいもクッキング　・くらしよし円形劇場
・ハロウィンパーティー　・花回廊

【　夏　】
・川遊び　・大山青年の家、船上山少年自然の家（谷川探検やカヌー体験）
・サントリー工場見学　・スイカ割り　・夢みなとタワーイベントへの参加
・わこうバザー（保護者様も参加する年間行事となっております）
【　冬　】
・大山青年の家（雪遊びなど）　・おひるごはん作り　・初詣
・クリスマス会（保護者様も参加する年間行事となっております）

法人（事業所）理念 ・社会性を育む　・コミュニケーションスキルの向上　・生活力の向上　・学習基盤を作る　・自己肯定感を育む

・具体的な方法や取り組み方を大人が規範となり示していく事や児童間で育ちの場が作れるような機会を作り理解に繋がるよう図ります。
・個々に合わせた支援物を使い、次の行動や先の見通しを持つ事が出来るような支援を提供します。
・季節の自然物を使った製作や玩具、外部にある物の形や音、使い方を知り、理解や行動に繋がるよう図ります。

・挨拶をコミュニケーションの一歩として伝える事が出来るよう大切にします。
・言葉だけでなく、身振りや指差し、表情、支援物を使い、相互に意思疎通が出来る機会を図ります。
・言語を通して思いを受け止める事や気持ちを表出する機会を図ります。
・主体的なコミュニケーションを図れるよう大人も個々に合わせた説明を行い、意思疎通出来る事の楽しさを味わう事が出来るような支援を提供します。

・人や環境に対する安心感、信頼感を持つ事が出来るよう大人との関係性も育み相談や困り事の解決に向けた支援を提供します。
・幅広い学年の児童が集まり、お互いに教え、助け合っていく事で人間関係や社会性の向上を図ります。
・個々の遊びを大切にしながら、集団遊びやグループ活動の機会を作り、協力して取り組む機会を提供します。

支援方針

・子どもたち一人ひとり個性を尊重し、個々に応じた支援を提供します。
・活動や遊びを通して子どもたちの可能性を引き出し、将来に向けて必要な支援を提供します。
・他者との関係性を重視し社会性をはぐくむよう支援します。
・ご家族や学校と連携し、相互に理解を深めながら、子どもたちとご家族の地域生活を支援します。
・ご家族の不安を軽減できるよう、相談事にはいつでも耳を傾けます。
・ご家族様へのレスパイト(休息ができるよう)支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

地域支援・地域連携

・災害訓練などのお知らせを地域の回覧板で伝えるなど、地域に開けた事業
　所を目指しています。
・地域で開催されるイベントなどに参加し地域との繋がりをより深めていき
　ます。

職員の質の向上
・毎月事業所内で職場内研修の実施
・集団活動の考察、振り返り
・外部研修への参加

事業所名 こどもデイサービスわこう皆生通り 作成日支援プログラム

家族支援

・本人の日々の様子や変化があればICTを使った連絡や直接お話しする機会を
  作り共有していきます。
・本人の様子だけでなく、きょうだいやご家族全体の状況についての相談も
  お聞きし、必要な情報提供や相談援助を行います。

移行支援
・学校や事業所、相談支援員様と会議等を通して情報共有を行います。
・進級、進学、就労など次のライフステージに向けた情報の共有を関
  係機関と行い本人自身の準備にも繋げていきます。

支　援　内　容

・手洗いの習慣化を徹底し、衛生面に配慮出来るように図ります。
・室内の換気、消毒を行い感染症予防に努め、病気への予防や安全への配慮を図ります。
・来所持の視診、検温を行い本人の健康状態の把握を行います。また、学校等関連機関と連携を行いその日の様子を伺いスタッフ間で周知を図ります。

・放課後の取り組みに集団活動を設け「運動」「体幹」「創作」「座の遊び」のジャンルに分けて取り組み、動作や姿勢保持の向上。５感を養う活動を行います。
・毎週土曜日や学休日は事業所内外で行事となっています。季節に合わせた外出活動や室内での行事など様々な内容を取り入れ身体機能の向上や体験、経験する機会を提供します。

本
人
支
援


